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編集後記

　今年度第2号より編集担当の座を汚す仕儀となりました。皆様の御指導，ご鞭燵をお願

い申し上げます。

　このところ，国内の医学系の雑誌に変化が起きています。学内誌は次第に薄くなり，学

会誌でも原著の受け付けを止めたものもあります。これは国際専門誌への投稿志向の強い

大学，研究機関や学会ほど国際的な評価基準として定着しつつあるcitation　indexを重視

していることを如実に物語っております。世界が成長しつづける限り，研究論文に対する

評価は厳しくなり，積極的に質の高さが求められることは明らかです。このようにcitation

analysisに目が向けられている状況の下で，松本歯学はどのような方向を目指すのか新た

な考えを受け入れなければなりません。学内誌としての意義を考えるならば，若い人々が

将来国際専門誌を目標とするための最初の第一歩として役立つことかも知れません．
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